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わぷ国の'てじま立養鐘は宮共立の事業場叙主摩匹なって、反問]ておける篝叙事

業の発連を促した諸果、今1E｢のように汀ﾉ１１増遁ヤ、護魚等の吋象として全国的1Ｚ

警及すら1Ｚ至ったが、運蛍生産》<F'育戒等の技術lzついて|さ、まだまだ研晃すべ芸

蔦が多いように考えられる。珠l乙種竃生愛東ｚしての卵に輿する問題、とりわ|ナ

人エ採卵、ふ化の孜書1てついては、各事業場とも全脅力を慣注し、曰種努力を払

ってはいるボ、遺憾ながらまだ不軒定な成讃を示しており、当事i壱に大きな掻副

な与えている。

当湯奥多摩分湯においても、以前から事業成鐵の要足を図るため、てねらの向

震についていろいろと検討、菱L充を行って来たが、，〕､化成篭を左石する大差怠夢

因の一つどして、すて'て垢覚老永指潤しだよう'て費惰bl副程におけるｒ壌卵の昆>Ｕ

を挙げ得る三と送艦調した。ピコで閉和Ｚヲ年から壌卵と受精率との関顔之いろ

いろと追究すると同時'て、受繕率の怪下防止についてモ,女究を進めて来た汎蔚

係各ｲｶﾆの御もif七判をtl7ぐだめ二Ｍと本研究の第／報としててれらの成果の－都昼顔

壱した次雰である，

本研亮は、東京水産大学穂案教授の御指導のもと|乙大内分場擾以下分湯職員

州行したものであるハニニに同教授の特Iwlなるご厚債'て対し深甚の謝意を表

する次第である。

、

昭和Ｓ／年／ｏ目

重京湖水達試験場長

鈴木煩
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（／）乾導法

仇）津こう液媒績法

曰）等調法

１４)精液差叙法
、

]Ｌ実験方法及び結当;iﾖご

（／)媛卵と隻涜率の閏係について

ｃＺ)採卵時'ておける巌卵教と発眼率Zの関係
（３）壊鯛の靖子'て対する影響について
伜)壌卵が何故1と精子の活動を停止室せる加乙ついての考察
的)壕jﾛによる受清華の樫下屋防ぐ手袋Ｚしての等調ﾂ髭1てよる洗
卵の効果

（６）体こう潅溌清武と乾導法との比較

（７）涜差釈法

皿箔言
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にじます卵の人工受精の改善試裟|ごついて

Ｉ篭言

〔姜窯窯鯨鯆鐇二:芝お簸二1Ｗ差二重鴬
精１こついていろいろと重要な事柄荻判明してきたバヱなものを学|ﾃﾞねば次のよ

／）卵は7Ｋ'て接すると吸水し受精能力室失う。従って挟卵の際、７Kに鐙する。と

T二欝昼鰯懲i…避け…当網…侍…て糊
にあだっての権榮時周の夏短ば始んど影響武ない。

■■鑪灘霧襲二二節聲壜憩二:享鱒息）

■<鷺榊■ておいては卵は長馴受精力を…零調…いても箙

□}鰯二二鰯鰯たぱ……鯛…す△
jjiW)津こう麦または等調食塩水中で受清二舵ぱ品Ⅱ鯛測生乞促すだめ'てば

JJmﾂﾞ襲鱸二三一えられているもの…ようなものである．

ＴＩ顛脚ヨニ…とM月…‐とす⑤蟇,ｎ

蕊上掲げた篝美…方法として従束行われて来たものnＷつの…姻
灘()乾導法此`ＭＬＬ（／町ヲ）'てよって始められたもので水の辱醐精子、
篭jｉ胴の受精力乞短かくし卵と情孑の受精の機会之少くするので蝿,て

蕊胴…係りﾕれに精子柵けてから注米し乙清幽勤させて萱
潔■清きせると同時に卵の発生を促す。（卵をし|雲ろばおいガーゼ上'て

蕊［…除去する噸
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(2)体こう涜媒糟法ＳｃえＭ,ｗｚチ（／ワヱョノによる精子の活ﾉﾌﾞに灘する議裟､ｉｉ
より露えられたもので姥二つ液の中に卵をＭｒＺ（漆こう瀬を除去し'1
ないで）ごｵ?|乙湾抑)け少箪のﾊﾟ〈を加えて後、淡ﾌ|〈1て移す５

（３）等調法（この藷の菟味求現正混1百｢乞れている）雰調潅中1てりWをとってごｊＷ
Ｉｚ續穎をかけてからァKを正いて茨ﾌKに移す方まで／ラョヲ年'て山本

・時男"j'てよって始められた。

(辛）;清凌差釈法構涜乞窒;調濁で差覆して卵1てか|ナてから7Ｋを注ぎ淡水1Ｚ移す方
法で奥多摩分揚ｗ／汀／）さ始めらわだちので、受祷築の向上よ
○寧ろ清の節約をＥ'約としたものであるゴ

以上の方法のうｊら全国王凄1空L三里｡〔ふ化湯1ておいて遍在行われているものは(/）
の乾藝法と②の輝こう爽媒矯送であ畳。この河老はそれぞれ特虞をもつハ体
ごう爽中'ておいて精子の漕勤時周が長い葱より理論鉤ＩＺＩｄＱ俸二ぅ満媒楕法ｵﾐ震Ⅱ
れており、またこれ毬美輪的'て証瑁しに穀害（田中称讃'｡)）もある。しかし反対Ⅲ
'て津こう涜毬除去した方がよい錨粟琶醤だという鞍笛も品るが・てれら二つの方
送献現在まで各地で行われて来た。(3)の等調吏は当製多摩介湯と岡徹(/7〃)粉
永実験的1と行つだ外ほとんど苑表これていない｡。れぱ精子の譲慶が問題である
ｚ思われる，伜)の清喪差釈法は／７ざ／～/７５５年lＺわたり当奥多摩分湯9)で
行つだもので靖爽の顔釣ｌｚは計与するが、巍魚の耀娃の早期判RUI乙鮭奴あるだめ
実用化の域1乙達していない。錯罰一般}て用いられている乾導法こ体ごう涜媒糟法（
による安攪方法は妬きり貫好な戌鐵を示乏ない。その理由としてまず卵または精
の不賞が考えられたが、それだけでは説明のつかない蔦永をこのふ化湯でも指樹
送れ迄。すなわち少董ずつ糖つたぱあいの受梼率の差炊はなはだしい薫でおる｡Ｊ
ひで逆亘送れたのが湶卵の際1乙混入する壊珊の面患である。このごＺについ

ては投ﾉにのりの２Ｗ/3)谷朧)も巌IjI1状受精に影響のあることを述べている。
、z,zかf:ｄは巌銅の影響のある。とのみしか述べていないボ、茂木は貧JfKﾌKで沈卵
した後1て符えば受精蘂を識めＭｚ色と報蟹し怒崎も同壕な処置'てよＯ卵の塾響を
防止で差ろと述べているが詳細なデーターは猪籟乏ねていない。
当湯は東京７k塵大学の潴蒙教授のご指導の-F〕てこの鰻'91ﾖの向題をギノＧ'て受精1て

詞する所莞乞進めたのでどの詰果をご刈乙報書する.本稿荏草すゑ)と当り同散漫
に深甚の謝寛左讃する)欠澆である。（米一一未発議）

Ⅱ実蹴法及び鈷里
(４）
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l聾>/)霞jlfJと蔓繕蘂の震|係ｉてついて
iiiiJ1F郷がＭ１に餐潰率に影響する;Ｍｗ:,否ため次のような実麟乞行った。
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｢■どけ蟻j;;1ｗｗｉＷ:上？)'て綱乢だ。まだ鰻卵の有無は簸蟹でなＭＷ(どの際の錐ご
〕ぅ瓶乞ポギにまいで琶濃すこ孔糺しないがで鎖|鑓しだ｡）
)『（脈に｣同一郵今のその詮巨(一議鰐|乙おいて飼脅した規慧よ'')嫌期し」呑墨ＩＺと

＝」り蟻卵の生し〉ないように丁寧･'てか＜ばんして均一にＬＺ〃紅前後｣て分け、ご
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～がくし/て発願鯛|ご辮虞鍼数甦藷童して諮鑛奉還求め費簿系に汀|えだ。（実際

ｉｒ胤籍娠率と譲績蕊は逢うパゲ震)|鐸薬を数多い裏譲中に求める。と１．(困難なの
了鴛へ斑…鰄華とf箪籍童iiiと上上劇ける二Ｍと二考えた。）実際採卵担当者の巍藥[よｵＺ

燃魁諺梁１才ほど人正､の|露zFW》受篭率に左右奎沈るようで齢ろ。。の薫藻もあつ
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以上の鱈果還筧ろと、（、の実験で寛ら氾だよう)之壊｣１，１ｍ混入率と発狼率の関

藤は明りょうで怠い。この璽田はこの美籟に渋し這窺魚では壊卵欽荻米常|ご少

なかつ庭丘のである。そこできら'ご次の痩詞.≦する庭の次ﾉ義のような霞察蓮行
った。
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ワひじ

クα､刀□

上記の成讃から

（ひ懐卵数′・鋤,｡｡紅以上のものは薬眼率ば極めて低く葱箇ケラi鯛である。

（ひ壌卵数三'鋤”,紅以上のものは＝ら'乙峻く籏高乙式〃であるＪ

（3」Ｐ/Lｲを冤否とβ,Ｚ～〃のものはいずれも怪率で、どのｓｚ色,ぱＰ〃せのもの

’)影響のダト体こう潅量こ鰻卵の数の割合水同霞でなＷ)〕と思われるの

ＰＲとの関廉は別'て述べたい。

｡)嬢加の精子1乙打する影響について

夷籟的1と行ったぱあい．鎮卵状受精に大言な影響がある。とはすでに述べた

Ｗうりで括るが、それでは清子1乙封してどのような影響ｊｂＭ５ろがを検討した，

従来の研亮ではき≦にも述べたとおり續手えの影響として譲岩されたものは

鮭とん暦なく、だ度茂木（/７３８）次精子水混固Ｕて不要足lzなるぱあいをあ

簾ているの孜である。

まず蛙親烹より壌り11、血液、ふんの昆入のない津こう酒をど０（ガーゼ上1こ

jiNWをとり体こう涜送下の暮墨にとる）、この中で清子ボ通常の状態で活動する

ごＺ室曜めた後．錐こう浦きえＺ,ﾖ,皇亟６，乞尻７ｃｃノと分け、これＩて壕cl1ﾜ乞路

入する。ごのよう'て処理した体こう涜の中で精子状どのように活勃寸＞ろかを調

査した。鐘果は涜のﾋﾆおりである。

／Vα／室遍／０°Ｃ卵重／〃〃注につきケケァ､
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議戦／区～６匹において精子よ活動しないぱあいおよび活動浮上後等謁滋を

加えた求愛化?ｸＭＭ)つだ。まだ等調潅の代り1と木を滴下したlまおいも変1Ｍt認

められなかった。

ノＷＺ室温ざ℃卵童／〃ク紅１こつ芝ラクフテ
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／）勇験の詰菓'さ多少異るが鰹，H'てよ()清子の活動荻明りょうに影響菫ね二

三と毬知った。

Ｚ）／ｃｃ当り躍りﾛ数ａＺｦ粒以上では漏子は全く活動しない。

刀／cc当り壌卵灘α/～〃５趣では、精孑|さ多少活動する水芒の遇勤は壊加

の混,入率の高い/筐影響差うけている。

の清子の全く活動しないもので通常膜状に凝固し､檮手の活動するもので

は活動停止後蓮諺>建国した。（このことは涜木が人工受精の際精子不要宅

の状鰭Ｚして宿樹しているものである。）

のどれらの凝固した精壷Ｉこう}<あるいは等調液を加えてもなんらの変化を起

きなかった。（。のことは壊卵の内署物が単1て物〕里的1て清子の活動を停止

せしめたものでないごとき鱈示するＬ

‘）逆に麓全互｛おこう液に構戒三入⑰精子を這動ミピムニの適動中の糟子|こ

戻卵邑昆入した津ごう商を藩↑下すると、，その体ごう髭の鰻加数が／ｃｃ当り

ク,８個以上のば品いは副爵凝固しこれより〃いばあいはその壊叩混入率刎

葛い程清手の活動は肴くなる。

以上／)、え）３Ｊ､の夷験威讃"（ら亥のどお０鰭諭で芒乙。

採卵時の衷卵の昆入|さ蓬けら〉ＺﾉEjLいもので（親量選択の同上によ０ｳﾛ賞の
iizl上を計り濃'11のないよう}こしない限り）あって、これにより受精率は峰下
する。受精率の峰下するのは濃卵の丙容物級精子の看動を直接停止させるか

らで払ろ。

なお精子の活動を停止（凝固）する現象の原因については明らかでない。

殿卵〃MjJd:に清子の遥動を督上≦とるが|とついての考察αﾉﾉ襲卵〃MjJd:.'Z精子の遥動遂佇上ミビ･が１こついいり得蒙

至筌'て人為的'て壌卵丞昆入して受精率の仏下することを箔Ｏ、また壊細'てよ

る梼孑状凝国あるいは活動が弱くなる。と三知った爪．それでは壊卵ななぜご
のように精子の活動詮阻雪するかき知るだめ次のように検討した，

（ＤＰＨ

ＰＨ〃の食過氷Ｉこ｣褒卵区琵入し」てＰＨ（Ｂ兀巳比色による）を測定しこの
０書工の;髻動究剰堂
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〈P1Lfの調整1て1ｺﾞﾉｰ化‘又ば/VIZＡ/ａ３で調整したｂ）

一方食遍氷をＩＤ/7/ぷ6～Ｆｚの/0段階1と調整してこの中'てお'ナろ精の活動を謁

萱したとごろ（全て同＝精による）次のような成績乞傳だ。

ＰＨについて

ｗｚｇＴ廉溺迂繍農颪“;:二二雷:塁臨二
｛ｍｌ

ｌ:１１糟子苧時…ｉいと惠伽二(い…泌｜董雇二匡蝋…
’６５１'

二二１．塁蝋三薑二言ﾆﾆ｜〃１”
’い〃Ⅳ’のと椙当鍛永あるので夛百
１冊'’’〃Ｉ再爾しだい｡）
！〃’，ざ０ｉ
｛肱！〃〃｜
…＿……－－－－－Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－－－１

以上二つの籍果を合せて壇卵の混入によりPHば酸性1Ｚ傾くが、このた勒だ

Ｉ十で清子の活動紋阻害されるのでなく他)て原因がある。

（｡)緒凄、臆病

展卵の丙蜜濤初の糟夏．喧妨'てよ〃７１呈的に清子の活動丞阻雪ミノ'２るのでは

はい''八と桂定の芒些|と月'11亡應紡の狐った巳の、粘性の謡い液を|'Eって精子の

〉i頚i｢在調べた奴殿＃1Ｍ内容物の粘度、脂肪の含量程度では清子の遥勤を阻暑

萱ねなかった。

鐺冒壊日１Ｍs清子の活動を囮書するのは池の要素永淳在すると考えられ、こ

の。とは生化学的に今後攻究すべき面題として憲豈れろ。

Ⅲ畠【お擬Iヨした鏡子乞電子顕鐵微鏡で臭るＺ般嬢＝ねるというようなつとは認

められない。

(の履卵による受檮率の低下を防ぐ手段こ(』ての蜂調潅による諾卵の効累Ｌ

賎卵によって精子の活勧伏阻書送れ受祷藥求醤し＜峰下するのを防ぐため鉈

卵して壊抓の〆i容物を除去して受精率の修下之防上する試壌を行った．

』ＭＳＫ鬘）山本（時）等)こより等調液放卵除らび'て清子の受精薩力|と雪が怠

くく卵においては覆蔚面受精力を保持し、また精子は等調潅中1ｚおいて淡水1と

おけるより長時閣活動する。とか鋼ら洲ときれているので．諾躯潅として次の

（'５）



奪義Ｉ溌参fEっだ。等謁震は山本（善）ｌ乙よると>矢の配合のものである。〈菫=
(､擢子,てす'ける羨験Iとl更用した貧塩ﾌK猛るいは等鋼索こ記したものは全てこの
鄭騨溌である｡）

二;↓の割一に混合Ⅶ港［す乱
配含劉台／/W'／Ｗｕ７

／ＭＫＣ２

号ﾙｉＩＱＭごｚＡＭａニノ
怠お庚痢'て際しＭ２月加ヲ｜こてＰ月ダグとする。
（ｲ）才一次試蒙<人為釣に磯卵を混入したものとつれをリンゲル爽さ莞卵Ｕだ
ものＺ比較】

雌預亀二尾牛、畷ＷＷとの他の物の髭>Ｗないようもｃ鍋上|と卵乞と、、よ
くかくはんして洞一一にしＳ区分する。
ヲ打匹分ばてのま呉

光,Z区分は/0)liiBD嬢卵を加え均一にかくはんする。
才３区分は〃趣ク

モフル芒j,z,ニャ､をこら}てＺ乙分し一万は穿謡液で次卯、一方は芒の三kとＵ
て合計‘区分に分け、つれを厨一精により乾導法で受精差辻その錯果屋調査■（

し二;舷…もＣ…ｼﾞｮｰﾛ,てて等…~"塗…光った□．
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以工の籍果を蕊合すると明別)'て洗卵'てより百的乏達し偉否ごと鋲判った

その穀も顕蓄なものは滝＃､しないぱあいはＣ％‐ｦ`7ﾋﾞｯﾄ、.Ｚ`妙のもの漱洗

胴すると７バク錫、〃ヂル刀,５％Iご同上している。

一級に発銅しだいは､あい極めて煙い発眠率のものの洗卵を行った|まあい|式

洗卵の効果は認められるが搭碩率そのおのは高率の発霞率を示さなかった．

ご泥'よ茄銅の度合戒向題と息われるので。の意味で次の実験を行つら

⑪才二次議蒙（等調海で／回洗ったものとｚ団洗ったもＤＭ｡鞍）

方去は先の才一次試瑛に準ずる。その成漬は次惹のようである。

］ノ向のものｉ漱卵二回のもの｜／回国卵遊
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Ⅸ上のとおり光卵の董嫁は草に等調潅をハナう。とによって目的を果すの

で7ﾋﾘﾐく、沈卵は完全な程よいつどが判った。

(ﾊ）弐三次試験（1事こう薄除去の乾薄法と詣綱法との比較）

同一親魚より採った卵を二分して一方を通常の津ユう髭除去の乾淳法によ

－－－－－－％…1苑…■菱一'１０一方を洙卵法'こより人エ受｛津こう爽除去送！
;－－－－－…………－－－…………－－－…－……｜精を行った，その成鎮は次看
i洪試卵教；錯碩率｜供試加数１発眼率ｉ
ｊ－－－－…-1…－－－ﾄ…………－－－－－…-…ｉのど右０である←
ｉ／,/ｚ／ｉ‘必｜／`『３'｜釘ｦ澄：
！…－．．．－－，－－－－－－ﾄ｡..､－－．－…---A－－－－－－－．.……－－．－．..……....….………；．
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１卒β６斤｜ヲ/ｚｌ州′“９A／ｉ

ｉ－三三ﾗﾗｰ１－苧ZI亭－１－三二三三三~i~言言ｉｒｉ
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